
■========================================================================■
■ ■
■ ◆■◆■ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ニ ュ ー ス 2008.08.16 ■◆■◆ ■
■ Vol.24 ■
■========================================================================■

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内 川 昭 比 古

本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「アメリカのフランチャイズ・ビジネスの最新トレンド」

２００３年度で１００兆円という世界最大のフランチャイズ・ビジネス市場を持
つアメリカにも、フランチャイズ・ビジネスは一時停滞した時がありました。しかし、
今まさにニュー・ビジネス時代の到来といわれている通り、ニュー・ビジネスが花盛
りです。

ニュー・ビジネスは、アメリカの１９８０年代の長い不況の結果、国民のサイフの
ヒモが固くなったのに対応して、消費者から生活者に変わった心理を追求するニィー
・マーケティングによって誕生してきました。ニュー・ビジネス群の消費の中心は、
ベビーブーマー世代です。ベビーブーマー世代というのは、第二次世界大戦後の 1946
年から１５～１６年間に生まれた人達のことで、現在約７６００万人に達しており、
成長している企業の多くはこのベビーブーマー世代をターゲットにした企業です。
そして、ベビーブーマー世代の求めるものは、従来型ではない「新しい生活の提案」
をしてくれるビジネスです。



現在、アメリカでは年間６万ぐらいの新しい会社が設立されていますが、その反面
失敗も多く、年間３万～４万ぐらいの倒産があると言われています。ある調査期間に
よると、この５年間で新たに設立された会社の６５％程度は倒産しましたが、その中
でフランチャイズ・ビジネスの倒産比率はわずか４％程度だと伝えられています。

このことは何を物語るかというと、ニュー・ビジネスの旗手はフランチャイズ・ビ
ジネスであり、裏を返すとフランチャイズ・ビジネス化が可能なビジネス、すなわち
フランチャイズ・システムやフランチャイズ・パッケージが創造できうるビジネスの
成功率が高いということがいえましょう。フランチャイズ・ビジネスは幾多の紆余曲
折がありましたが、アメリカにおいても、ビジネスとして、また産業として、これか
らますます本格的な発展をしていくものと考えられます。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 ２０ 回 -----
【 ラ・プエンテ(LA PUENTE) <7> 】

----------------------------------------------------------------------------

前回は「ハンバーガー・ビジネス」の第１世代を説明しましたが、今回は第 2 世代
について説明しましょう。

◎FUDDRUCKERS（ファースト・カジュアル）☆☆☆
第 1 世代の「ハンバーガー・ビジネス」にあきたらない人々が現れてきて、それに

呼応するように登場してきたのが「ホット＆ジュシー」のコンセプトの「WENDYS」
です。「WENDYS」は、次のような「差別化戦略」を確立しました。

<1> お客様の差別化
「McDonald’s」の中心のお客様はお子様から高校生くらいの方たちでしたが、

「WENDYS」は、アダルトを中心にした「マーケティング戦略」をとりました。

<2> 商品構成の差別化
お客様をアダルト中心絞ったために、商品構成も 1/10 ポンドのハンバーガー・パテ

ィの商品を置かず１／４ポンドのハンバーガー・パティの商品に限定しました。
さらに、商品構成数は、この 1／4－ポンドのシングル、ダブル、トリプルの３品目と、
ミートの焼きすぎを利用した「チリ・ビーンズ」だけというシンプルなものでした。

<3> 品質の差別化
「McDonald’s」のハンバーガー・パティは冷凍ですが、「WENDY」は、チルドの肉

を仕入れ、店でグラインド（挽く）した上で成型し、お客様に合わせてグリルすると
いう方法をとり、かなり高品質の商品を提供しました。したがいまして、「ホット＆
ジューシー」を実現できました。

<4> 選択の差別化
「McDonald’s」のハンバーガーのコンディメント（中身）は、お仕着せですが、

「WENDYS」は、トマト、レタス、オニオン、ピクルス、ケチャップ、マスタードなど
は、お客様のお好みによって入れてくれるシステムをとり人気を高めました。この組



み合わせは 256 通りあるというアピールをしていました。

<5> 価格の差別化
「WENDY’S」のハンバーガー・パティは１／4 ですので、「McDonald’s」の「クォ

ーターパウンダー」の商品の価格よりも安いというのが、最大のヒットの要因でした。
（ちなみに価格が「McDonald’s」を上回った時点で低迷を始めました。）

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ２２ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (４)

（２）マクドナルドの創業

<1> 創業者：レイ・Ａ・クロック

クロックがフランチャイズ権を得て、1945 年４月 15 日にシカゴのデスプレーンに第
１号店を開店したが、これが現在全世界に名を轟かせている「マクドナルド」の第一
歩となった。クロックは、マクドナルド兄弟が考案したファーストフードの基本パタ
ーンからなるべく離れまいとした。

クロックは、すでに成功が証明しているものを使えば、第一歩から他社に先んじる
ことができると考えた。ところが、フランチャイズを展開する段階になって、クロッ
クは、マクドナルド兄弟をはじめ、先行チェーンの方法はダメということに気づき、
新しいフランチャイズ・システムを編み出さねばならないと考えるようになった。

クロックが飲食業界を観察して得た結果は、フランチャイザーが、あまりにも性急
に資本回収をはかるためにフランチャイジーの経営が圧迫されていることだった。ク
ロックは全く考え方は逆であった。まずフランチャイジーを成功させれば、当然フラ
ンチャイザーも潤うと考えたる。そのため、フランチャイジーを成功させるためには、
十分な支援を惜しんでではならないという方針であった。

そして、「公正で均衡のとれたフランチャイズ・パートナーシップ（共同事業）」
という哲学は、疑いなくクロックの残した最大の遺産であった。また、マクドナルド
店は店舗段階では、お客様に満足していただく商売であるが、フランチャイジーを助
け、彼らとの信頼関係を作るのが自分の責務ともしていた。フランチャイジーは、ク
ロックにとってはお客様であり、彼らの失敗はフランチャイザーの失敗と考えていた。
また、彼は自分の売る商品には確信を持ち、その確信をお客様に伝えるセールスマン
シップの極意を持ち合わせていたのであった。



<2> マクドナルドの権利取得

クロックとマクドナルド兄弟の契約では、店舗の変更については、兄弟の文書によ
る了解なしには一切許されないという条項があった。フランチャイズを展開する上に
おいて、立地条件によって一部を変更したくても、まったく不可能な状態で、兄弟は
変更を申請しても許可するつもりは一切なかった。

そこで、クロックは遂に思いあまって、マクドナルド兄弟にマクドナルドの商標、
版権、管理方式、ゴールデン・アーチのすべての権利を 50 万ドルで購入したいと申し
出た。マクドナルド兄弟は時間をずいぶんかけて提案した結果、譲渡価格は 270 万ド
ルと提案してきたのであった。

クロックは大いに驚いたが、兄弟の言い値の金を集めたのは、ハリー・Ｊ・ソネボ
ーンであった。彼は財務感覚にたけており、270 万ドルを借りたが、その返済のため
には何と 1,400 万ドルを支払っている。しかし、クロックは 1961 年に遂に権利を手中
にした。クロックは「私はどうしてもあのマクドナルドの商標とゴールデン・アーチ
が欲しかった。クロック・バーガーではどうしようもないからね」と語っているほど
であった。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 フランチャイズに関する様々な用語 」

----------------------------------------------------------------------------

わが国には経済産業省が唯一認可している社団法人日本フランチャイズチェーン協
会という公益法人があります、この協会ではフランチャイズに関する用語の定義を次
のようにしています。

フランチャイズ・ビジネス（Franchise Business）

フランチャイズとは、事業者〔「フランチャイザー（本部）」と呼ぶ〕が他の事業
者〔「フランチャイジー（加盟店）」と呼ぶ〕との間に契約を結び、自己の商標、サ
ービス・マーク、トレード・ネーム、その他の営業の象徴となる標識および経営のノ
ウハウを用いて同一のイメージのもとに商品の販売その他の事業を行う権利を与え、
一方、フランチャイジーはその見返りとして一定の対価を支払い、事業に必要な資金
を投下してフランチャイザーの指導および援助のもとに事業を行う両者の継続的関係
をいいます。

フランチャイズ・システム（Franchise System）

フランチャイザーがフランチャイジーと契約を結び、フランチャイジーに対して自



己の商標、サービス・マーク、トレード・ネーム、その他の営業の象徴となる標識お
よび経営のノウハウを用いて同一のイメージのもとに事業を行う権利を与えるととも
に、経営に関する指導を行いその見返りとしてフランチャイジーから契約金、ロイヤ
ルティ等一定の対価を徴収するフランチャイズの関係を組織的、体系的に用いて行う
事業の方法です。

この定義で明らかなように、フランチャイジーとの関係は契約により始まるわけで
ありますが、両者は独立した経営事業体であり、その契約内容についてはフランチャ
イザーとフランチャイジーとの間で両者の権利と義務が明確にされています。

フランチャイザー（Franchiser）

フランチャイズ・ビジネスにおいて、自己の商標、サービス・マーク、トレード・
ネーム、その他の事業の象徴となる標識の使用を、他の事業者である加盟事業者に許
可する本部事業者のことです。「フランチャイザー（本部事業者）」は一般的に「本
部」として使われています。

フランチャイジー（Franchisee）

フランチャイズ・ビジネスにおいて、自己の商標、サービス・マーク、トレード・
ネームその他の事業の象徴となる標識の使用を、他の事業者である本部事業者から許
諾される加盟事業者のことです。「フランチャイジー（加盟事業者）」は、一般的に
「加盟店」として使われています。但し、「加盟事業者」と「加盟店」とは同一では
ありません。なぜなら、「加盟事業者」は複数の加盟店経営を行う場合がある時は同
一にはならないからです。

フランチャイジング（Franchising）

フランチャイズ・ビジネスにおいて、本部が加盟店にフランチャイズ・パッケージ
を許諾することをいいます。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 8 月 28 日 木曜日 13 時 00 分 ～ 17 時 30 分



講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．リクルート アントレフェア in 東京
「有望フランチャイズ＆正しい本部の選び方」

日 時 9 月 15 日 月曜日 15 時 15 分 ～ 16 時（予 定）

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 東京ビッグサイト西３ホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、有望フランチャイズの
見分け方、フランチャイズ本部と上手に付き合う方法など、専門家
ならではのチェックポイントを公開。また、弊社のフランチャイズ
加盟サポートシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 9 月 27 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー



トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

ご無沙汰いたしました。最高気温が日々更新され、積乱雲に夕立ち、高校野球に今
年はオリンピックと、まさに夏真っ盛りです。残暑お見舞い申し上げます。

毎年８月１６日は京の夏の夜空を焦がす名物行事・伝統行事「大文字の送り火」で
す。葵祭・祇園祭・時代祭とともに京都四大行事の一つとされ、夏の風物詩として有
名です。「大文字の送り火」はその名の通り東山如意ヶ嶽の「大文字」、松ヶ崎西山
・東山の「妙・法」、西賀茂船山の「船形」、金閣寺付近大北山（大文字山）の「左
大文字」及び嵯峨仙翁寺山（万灯籠山・曼荼羅山）の「鳥居形」の五つを指し「五山
の送り火」ともいわれています。この「大文字の送り火」が終わると、季節は秋へと
移り変わっていきます。

果物はスイカからイチジク、ナシへとすでに秋の色が濃くなり、夜になると蝉の鳴
き声の中に虫の音が入り始めています。夏の後ろに秋がもうすぐそこまで来ています。
猛暑のひと段落まであとひと踏ん張りです。暑さはまだまだ厳しい時節ですが、せめ
て頭の中だけでも涼しい秋へと思いをはせてみませんか。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

〒102-0083
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